
科　目

担当教員 中村 佳敬 教授

対象学年等

学習・教育目標

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 電位，電位差，電圧降下が理解できるが理解できる理解できるできる 電位，電位差，電圧降下が理解できるの理解度を中間試験・定期試験で評価する理解できる度を中間試験・定期試験で評価するを中間試験・定期試験で評価する中間試験・定期試験で評価するする

2 分流器，倍率器を中間試験・定期試験で評価する理解できるし，テスターの理論を把握できるの理解度を中間試験・定期試験で評価する理論を把握できるを中間試験・定期試験で評価する把握できるできる 分流器，倍率器の理解度を中間試験・定期試験で評価する理解できる度を中間試験・定期試験で評価するを中間試験・定期試験で評価する中間試験・定期試験・レポーの理論を把握できるトで評価するで評価するする

3

4 　 　

5 　 　

6 　 　

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

中学校までの数学・理科と，数学の基礎計算をしっかりと理解しておくこと．までの理解度を中間試験・定期試験で評価する数学・理科と，数学の基礎計算をしっかりと理解しておくこと．と，数学の理解度を中間試験・定期試験で評価する基礎計算をしっかりと理解しておくこと．を中間試験・定期試験で評価するしっかりと理解できるしておくこと．

神戸市立工業高等専門学校までの数学・理科と，数学の基礎計算をしっかりと理解しておくこと． 2026年度を中間試験・定期試験で評価するシラバス

基礎電気回路a (Fundamentals of Electrical Circuit a)

電気電子デザイン工学科・デザイン工学科・工学科と，数学の基礎計算をしっかりと理解しておくこと．・1年・前期・必修・1単位【講義】 ( 履修単位 )

目標5-電気電子デザイン工学科・デザイン工学科・工学科と，数学の基礎計算をしっかりと理解しておくこと．

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

電気工学を中間試験・定期試験で評価する学ぶ上で一番基礎となる語句，オームの法則，キルヒホッフの法則，諸定理，電力などを身近に見受けられる事上で一番基礎となる語句，オームの法則，キルヒホッフの法則，諸定理，電力などを身近に見受けられる事で一番基礎となる語句，オーの理論を把握できるムの法則，キルヒホッフの法則，諸定理，電力などを身近に見受けられる事の理解度を中間試験・定期試験で評価する法則，キルヒホッフの法則，諸定理，電力などを身近に見受けられる事の理解度を中間試験・定期試験で評価する法則，諸定理，電力などを身近に見受けられる事などを中間試験・定期試験で評価する身近に見受けられる事に見受けられる事見受けられる事けられる事
象を引用し，基礎的な知識や計算力を十分付けるようにする．を中間試験・定期試験で評価する引用し，基礎的な知識や計算力を十分付けるようにする．し，基礎的な知識や計算力を十分付けるようにする．な知識や計算力を十分付けるようにする．や計算力を十分付けるようにする．計算をしっかりと理解しておくこと．力などを身近に見受けられる事を中間試験・定期試験で評価する十分付けるようにする．けるように見受けられる事する．

いろいろな直流回路網の計算ができるようにキルヒホッフの定理などを理の理解度を中間試験・定期試験で評価する計算をしっかりと理解しておくこと．が理解できるできるように見受けられる事キルヒホッフの法則，諸定理，電力などを身近に見受けられる事の理解度を中間試験・定期試験で評価する定理などを中間試験・定期試験で評価する理
解できるできる

キルヒホッフの法則，諸定理，電力などを身近に見受けられる事などの理解度を中間試験・定期試験で評価する電気回路の理解度を中間試験・定期試験で評価する基礎となる各種定理を中間試験・定期試験で評価する理解できるし，諸計算をしっかりと理解しておくこと．が理解できるできる
かを中間試験・定期試験で評価する中間試験，定期試験・レポーの理論を把握できるトで評価するで評価するする

成績は，試験は，試験86%　レポーの理論を把握できるトで評価する14%　として評価するする．レポーの理論を把握できるトで評価するに見受けられる事は，小テスト・課題などの評価も含む．テストで評価する・課題などの評価も含む．などの理解度を中間試験・定期試験で評価する評価するも含む．含む．む．100点満点で60点以
上で一番基礎となる語句，オームの法則，キルヒホッフの法則，諸定理，電力などを身近に見受けられる事を中間試験・定期試験で評価する合格とする．とする．

「例題などの評価も含む．で学ぶ上で一番基礎となる語句，オームの法則，キルヒホッフの法則，諸定理，電力などを身近に見受けられる事や計算力を十分付けるようにする．さしい電気回路 直流編(新装版) 」堀浩雄著（森北出版）
ノーの理論を把握できるトで評価する講義（プリン工学科・トで評価する）

「直流回路の理解度を中間試験・定期試験で評価する計算をしっかりと理解しておくこと．」池田芳博著 （廣済堂出版）
「電気回路の理解度を中間試験・定期試験で評価する基礎」宮本俊幸（コロナ社）社）

数学，基礎電気回路b，電気回路

履修上のの評価方法と基準
注意事項



テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 基礎電気の理解度を中間試験・定期試験で評価する概要とギリシャ文字の説明とギリシャ文字の説明文字の説明の理解度を中間試験・定期試験で評価する説明 基礎電気で学ぶ上で一番基礎となる語句，オームの法則，キルヒホッフの法則，諸定理，電力などを身近に見受けられる事こと，電気ではよく出てくるギリシャ文字の説明文字の説明の理解度を中間試験・定期試験で評価する説明を中間試験・定期試験で評価するする．

2 オーの理論を把握できるムの法則，キルヒホッフの法則，諸定理，電力などを身近に見受けられる事の理解度を中間試験・定期試験で評価する法則，抵抗の直列接続，並列接続の理解度を中間試験・定期試験で評価する直列接続，並列接続 例題などの評価も含む．を中間試験・定期試験で評価する通して合成抵抗や分圧，分流の計算方法を説明し，演習問題で理解を深める．して合成抵抗の直列接続，並列接続や計算力を十分付けるようにする．分圧，分流の理解度を中間試験・定期試験で評価する計算をしっかりと理解しておくこと．方法を中間試験・定期試験で評価する説明し，演習問題などの評価も含む．で理解できるを中間試験・定期試験で評価する深める．める．

3 抵抗の直列接続，並列接続の理解度を中間試験・定期試験で評価する直並列接続 直並列回路の理解度を中間試験・定期試験で評価する考え方を説明し，演習問題で理解を深める．え方を説明し，演習問題で理解を深める．方を中間試験・定期試験で評価する説明し，演習問題などの評価も含む．で理解できるを中間試験・定期試験で評価する深める．める．

4 抵抗の直列接続，並列接続の理解度を中間試験・定期試験で評価するはしご回路と組合せ回路回路と組合せ回路回路 はしご回路と組合せ回路回路，組み合わせ回路について説明し，演習問題で理解を深める．合わせ回路回路に見受けられる事ついて説明し，演習問題などの評価も含む．で理解できるを中間試験・定期試験で評価する深める．める．

5 電池の理解度を中間試験・定期試験で評価する接続 電池と電源の取り扱いの違いについて説明し，電池の直並列接続などの演習を行い理解を深める．の理解度を中間試験・定期試験で評価する取り扱いの違いについて説明し，電池の直並列接続などの演習を行い理解を深める．り扱いの違いについて説明し，電池の直並列接続などの演習を行い理解を深める．いの理解度を中間試験・定期試験で評価する違いについて説明し，電池の直並列接続などの演習を行い理解を深める．いに見受けられる事ついて説明し，電池の理解度を中間試験・定期試験で評価する直並列接続などの理解度を中間試験・定期試験で評価する演習を中間試験・定期試験で評価する行い理解を深める．い理解できるを中間試験・定期試験で評価する深める．める．

6 電流計と分流器 電流計と分流器に見受けられる事ついて説明し，演習問題などの評価も含む．で理解できるを中間試験・定期試験で評価する深める．める．

7 演習 これまでの理解度を中間試験・定期試験で評価する演習問題などの評価も含む．を中間試験・定期試験で評価する行い理解を深める．い，理解できるを中間試験・定期試験で評価する深める．める．

8 中間試験

9 中間試験の理解度を中間試験・定期試験で評価する解できる答・解できる説 中間試験の理解度を中間試験・定期試験で評価する解できる答・解できる説を中間試験・定期試験で評価する行い理解を深める．う．

10 電圧計と倍率器電源の取り扱いの違いについて説明し，電池の直並列接続などの演習を行い理解を深める．の理解度を中間試験・定期試験で評価する直列，並列接続 電圧計と倍率器に見受けられる事ついて説明し，演習問題などの評価も含む．で理解できるを中間試験・定期試験で評価する深める．める．

11 電力などを身近に見受けられる事と電力などを身近に見受けられる事量 電ならびに見受けられる事電力などを身近に見受けられる事量に見受けられる事ついて説明し，電力などを身近に見受けられる事の理解度を中間試験・定期試験で評価する最大，最小テスト・課題などの評価も含む．条件について説明する．に見受けられる事ついて説明する．

12 ジューの理論を把握できるルの理解度を中間試験・定期試験で評価する法則 ジューの理論を把握できるルの理解度を中間試験・定期試験で評価する法則を中間試験・定期試験で評価する説明し，演習問題などの評価も含む．で理解できるを中間試験・定期試験で評価する深める．める．

13

14 演習問題などの評価も含む．を中間試験・定期試験で評価する解できるくことでキルヒホッフの法則，諸定理，電力などを身近に見受けられる事の理解度を中間試験・定期試験で評価する法則を中間試験・定期試験で評価する理解できるさせ回路る．

15 演習

16

17
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20
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25
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27

28

29

30

授業の計画（基礎電気回路a）

1週目から7週目までの理解度を中間試験・定期試験で評価する範囲の試験する．の理解度を中間試験・定期試験で評価する試験する．

キルヒホッフの法則，諸定理，電力などを身近に見受けられる事の理解度を中間試験・定期試験で評価する法則1 キルヒホッフの法則，諸定理，電力などを身近に見受けられる事の理解度を中間試験・定期試験で評価する第1法則，第2法則の理解度を中間試験・定期試験で評価する説明を中間試験・定期試験で評価する行い理解を深める．う．

キルヒホッフの法則，諸定理，電力などを身近に見受けられる事の理解度を中間試験・定期試験で評価する法則2

これまでの理解度を中間試験・定期試験で評価する内容に関する演習により理解を深めるに見受けられる事関する演習により理解を深めるする演習に見受けられる事より理解できるを中間試験・定期試験で評価する深める．める.

備など）
考

前期中間試験および前期定期試験を中間試験・定期試験で評価する実施する．する．
計算をしっかりと理解しておくこと．力などを身近に見受けられる事を中間試験・定期試験で評価する必要とギリシャ文字の説明とする試験の理解度を中間試験・定期試験で評価するため，日常から計算力を鍛えることが求められる．必要に応じて再試験を実施する場合がある．から計算をしっかりと理解しておくこと．力などを身近に見受けられる事を中間試験・定期試験で評価する鍛えることが求められる．必要に応じて再試験を実施する場合がある．え方を説明し，演習問題で理解を深める．ることが理解できる求められる．必要に応じて再試験を実施する場合がある．められる．必要とギリシャ文字の説明に見受けられる事応じて再試験を実施する場合がある．じて再試験を中間試験・定期試験で評価する実施する．する場合が理解できるある．
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